
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 側面測定からＮＤ方向解析をＭＴＥＸｔｏＰＦＲｏｔａｔｉｏｎで解析 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ２０２１年１０月０３日 

    ＨｅｌｐｅｒＴｅｘ Ｏｆｆｉｃｅ 

 

 

 

 

 



 １．概要 

 ２．測定面とｓａｍｐｌｅ取付方向 

 ３．ＲＤ測定と回転（測定時の方位は材料の左端） 

 ４．ＴＤ測定と回転（測定時の方位は材料の左端） 

 ５．測定極点図 

 ６．予測 ND方向再現極点図 

 ７．RD方向測定から ND方向の方位を得る 

 ８．TD方向測定から ND方向の方位を得る 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



１．概要 

 材料の深さ方向の方位解析を行う場合、表面を削ってその都度測定を行えば可能であるが、加工と 

   研磨が大変である。しかし、ＲＤ方向やＴＤ方向の測定結果からＮＤ方向に回転すればＮＴ方向の情報が 

   得られる。Ｃｕｂｉｃに関しては、ＳｔａｎｄａｒｄＯＤＦでサポートされているが、その他のＯＤＦで 

   はサポートされていない。しかしＰＦＲｏｔａｔｉｏｎソフトウエアを組み合わせると実現します。 

   

２．測定面とｓａｍｐｌｅ取付方向 

   

   

３．ＲＤ測定と回転（測定時の方位は材料の左端） 

   

 

４．ＴＤ測定と回転（測定時の方位は材料の左端） 

 

        

 



５．測定極点図 

 RD方向 

  

 TD方向(裏) 

  

 

６．予測 ND方向再現極点図 

  

  

 

 

 

 

 

 



７．RD方向測定から ND方向の方位を得る 

MTEXに読み込み 

 plot(pf,'contour','projection','eangle') 

  

ODF解析結果 

  

 plot(rpf,'contour','projection','eangle') 

  

再計算極点図をＥｘｐｏｒｔし、軸変換を行う。 

  

 

 

 



ＰＦＲｏｔａｔｉｏｎで軸回転を行う。 

  

  

再度ＭＴＥＸに読み込ませてＯＤＦ解析を行う。 

 

 

ＮＤ方向のＯＤＦと再計算極点図 

 



８．TD方向測定から ND方向の方位を得る 

MTEXに読み込み 

plot(pf,'contour','projection','eangle') 

 

ODF解析結果 

 

再計算極点図 

  

再計算極点図をＥｘｐｏｒｔし軸回転を行う。 

 

 

 

 



 

 

再度ＭＴＥＸに読み込ませてＯＤＦ解析を行う。 

ＮＤ方向のＯＤＦと再計算極点図 

 

 

 ＲＤ測定の結果と一致する 


